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［ちょっと？ちょっと！コーナー♪ その１］ 

 
 

   子どもとの暮らしでは、さまざまな「ことば」に  

出会います。なるほど！と、感心させられることば。 

思わず笑えることば。あらためて大事なことに気づかせ

てくれることば・・。時に、いそがしい毎日を送るおとなの世界をパッと彩る力さえもちます。 

 “かんちゃんの小さな家”では、そんな子どもたちのことばに耳を傾け、対話し、ともに味のある

豊かな未来を紡いでいきたいと考えています。 

 今回は、『子ども』という同人雑誌から、いくつかのことばを紹介します。 

 

気持ち         （小５年男子） 

母  できない子に、いじわるとか いってない？ 

子  いってない。 

ぼくには 

できない子どもの 

気持ちがわかる。 

（「子ども」第２３号２０１３年１月） 

 

ぜいたく       （小１年 男子） 

おれの おかあちゃん 

ぜいたく してくれる 

おにぎりの なかに 

うめぼし いれてくれる 

それも 

タネぬきやで！   （「子ども」第１２号２００６年） 

  

 

いちだいじ        （小２年 男子） 

子ども  先生 よしお君 泣いてる！ 

先生   小さいことで 

なんでも言ってこずに 

自分たちで 解決しなさい 

子ども  ちっちゃくない 

めっちゃ おっきい！ 

（「子ども」第１２号２００６年） 

 

せんせいへ      （小２年 男子） 

もう、 

いまどきの 

むかしのにんげんは・・・ 

こまったもんやなぁ 

（ 「子ども」第１２号２００６年） 

  

おばさん        （小学生） 

３年生女子   先生、いくつ？ 

２年生男子   へっ、おばさんやんけ。 

１年生男子   えっ、先生、 

ほんとはおばさんなん？ 

（「子ども」第１１号２００５年） 

日常の暮らしの中の「こどもの

ことば」をお待ちしています！ 

この通信は、皆さんと一緒に

“創っていきたい”と思います。 

よろしくお願いします！ 



 

 


